







































































































































































1Ｖ UJYUNSYOm 可能数リストを①とする矛盾処理 ケ
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ベル Ｐ ｒｔｌ Ｐａｒｔ２ Ｐａｒ ３ Ｐａｒｔ  Ｐａｒｔ５ 
１ 13( ，４ 4） 5(２，２，１） 6(２，１，３） l(０，１，０） ０
２ 23(８，７，８） 22(11,6,5） 24(13,5 6  22(10,7,5） 6(５，０，１）
３ 19(７，５，７） 26(7,11,8） 25(4,11,10） 27(9,8,10） 5(０，３，２）
４ 9(１，６，２） 9(０，２，７） 9(２，３，４） 6(1,3,2） 11（1,4,6）
５ ０ ０ 1(０，１，０） l(0,1 0） l(1,0,0）
計 ４題 ６２題 ６５題 ５７題 ２３題
レベル 1冊目の問題番号Partl Part２ Ｐａｒｔ３ Ｐａｒｔ４ Ｐａｒｔ５ 























レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５
合計
レベル1 1５ ３ ７ 2５ 
〃 ２ ８ 6４ 2１ ４ 9７ 
〃 ３ ２ 2７ 5７ 1６ 1０２ 
ケ ４ ３ １６ 2３ ２ 4４ 
〃５ 1 1 １ ３ 
6８ 佐藤金吾
以上のことから、３節で定めた基準による難易度と人間の感じる難易度がかなり適合するの
が相関係数の値からもわかる。しかし、もっと適合率を高めるためには、人間が解く方法であ
る局所重視的な要素をもっと取り入れる必要があろう。
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